
  

１．平成22年12月期第２四半期の連結業績（平成22年1月1日～平成22年6月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成22年12月期の連結業績予想（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

22年12月期第２四半期  17,174  △3.2  952  16.2  1,015  15.4  484  7.5

21年12月期第２四半期  17,743 ―  819 ―  879 ―  450 ― 

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

22年12月期第２四半期  34  28 ―      

21年12月期第２四半期  31  88 ―      

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

22年12月期第２四半期  40,354  19,490  48.1  1,371  97

21年12月期  29,970  19,196  63.8  1,352  78

（参考）自己資本 22年12月期第２四半期 19,402百万円 21年12月期 19,132百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

21年12月期     ―      0 00     ―      16 00  16  00

22年12月期     ―      0 00

22年12月期（予想）     ―      16 00  16  00

  （％表示は、対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期  32,000  2.0  1,200  1.6  1,300  1.4  650  3.1  45  96



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．２「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規－社、除外－社 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：無 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載された連結業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は、今後のさまざまな要因によって異なる結果となる可能性があります。 

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期２Ｑ 14,159,086株 21年12月期 14,159,086株

②  期末自己株式数 22年12月期２Ｑ 16,737株 21年12月期 16,249株

③  期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期２Ｑ 14,142,417株 21年12月期２Ｑ 14,144,121株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、自立的回復への基盤が整いつつあるものの、失業率が高水

準にあるなど依然として厳しい状況にあります。 

当社グループの属する建設コンサルタント産業は、公共事業関係費予算が大幅に削減されているなかでも、限ら

れた予算を効率的に執行していくための各種事業計画の見直し、地球規模での環境問題への対応、国土交通省の国

際展開を中心とする成長戦略など新たなビジネスチャンスが拡がりつつあります。 

このような状況下にあって、当社はプロジェクト・マネジメントの推進や優秀な人材の確保などによる生産体制

の強化と共に、国内では拡大するプロポーザル方式（技術力による選定方式）および総合評価落札方式（技術提案

と価格を総合的に評価する落札方式）による発注への対応を強化しました。また、海外では水資源、環境、防災、

道路・交通を４本柱として、ベトナム、パキスタン、アフガニスタンなどで着実に実績を伸ばしております。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の当社グループ全体の受注高は15,041百万円となり通期予想受注高の

47.8％となりました。当第２四半期連結累計期間の売上高につきましては17,174百万円となり通期予想売上高の

53.7％となりました。当第２四半期連結累計期間の経常利益は1,015百万円となり通期予想経常利益の78.1％、当

第２四半期純利益は484百万円となり通期予想当期純利益の74.6％となり、前期の好調な受注を受け、業績は堅調

に推移しました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産） 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は40,354百万円となり、前連結会計年度末に比べ10,383百万円の

増加となりました。これは主に受託料収入等による現金及び預金と有価証券の増加によるものであります。 

（負債） 

当第２四半期連結会計期間末における総負債は20,863百万円となり、前連結会計年度末に比べ10,089百万円の

増加となりました。これは主に未成業務受入金の増加によるものであります。 

（純資産） 

当第２四半期連結会計期間末における純資産は19,490百万円となり、前連結会計年度末に比べ294百万円の増

加となりました。これは主に当期純利益によるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成22年２月18日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。  

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

一般債権に対する貸倒見積高の算定方法については、貸倒実績率に著しい変化がないと認められるため、前連結

会計年度決算において算定した貸倒実績率を使用しております。 

定率法を採用している固定資産の減価償却費の算定方法については、当連結会計年度に係る減価償却費の額を期

間按分して算定する方法によっております。 

税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。なお、法人税等調整額は、法人税等に含

めて表示しております。 

   

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

該当事項はありません。   

  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 11,473 3,216

受取手形及び完成業務未収入金 830 1,403

有価証券 5,000 2,501

未成業務支出金 11,096 10,702

その他 608 826

貸倒引当金 △23 △33

流動資産合計 28,986 18,617

固定資産   

有形固定資産   

土地 4,581 4,581

その他（純額） 2,510 2,626

有形固定資産合計 7,092 7,208

無形固定資産 288 326

投資その他の資産   

その他 3,996 3,828

投資損失引当金 △10 △10

投資その他の資産合計 3,986 3,818

固定資産合計 11,367 11,353

資産合計 40,354 29,970

負債の部   

流動負債   

業務未払金 770 1,223

短期借入金 100 400

未払法人税等 497 234

未成業務受入金 16,808 5,698

賞与引当金 421 533

役員賞与引当金 10 47

業務損失引当金 168 104

その他 1,238 1,535

流動負債合計 20,016 9,777

固定負債   

退職給付引当金 443 479

その他 404 517

固定負債合計 847 996

負債合計 20,863 10,773
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,025 3,025

資本剰余金 4,122 4,122

利益剰余金 12,257 11,998

自己株式 △10 △10

株主資本合計 19,394 19,136

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 7 △4

評価・換算差額等合計 7 △4

少数株主持分 87 64

純資産合計 19,490 19,196

負債純資産合計 40,354 29,970
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 17,743 17,174

売上原価 13,806 13,126

売上総利益 3,936 4,048

販売費及び一般管理費 3,117 3,095

営業利益 819 952

営業外収益   

受取利息 16 11

受取配当金 13 11

受取家賃 22 22

その他 13 27

営業外収益合計 66 73

営業外費用   

支払利息 2 3

支払手数料 2 2

為替差損 0 4

その他 0 0

営業外費用合計 6 10

経常利益 879 1,015

特別損失   

固定資産処分損 3 0

事業所移転費用 8 －

有価証券評価損 － 41

その他 － 0

特別損失合計 11 41

税金等調整前四半期純利益 867 973

法人税等 403 463

少数株主利益 13 24

四半期純利益 450 484
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該当事項はありません。  

  

  

該当事項はありません。  

  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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